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○ 認知症ステップアップサポーターの養成 

前年度モデル的に実施した「認知症サポーター養成講座・ステップアップ編」の充実を

目的として、その基礎となる「認知症サポーター養成講座」を公民館で２回開催し、ステ

ップアップ編参加者を増やすことができた。  また、ステップアップサポーターの活動意欲を高め、維持することを目的とした、「ステ
ップアップサポーター交流会」も２回開催した。 

 

○ 認知症に関する啓発 

・ 健康づくりべんり帳（健康推進課発行）を通じた認知症に関する啓発  健康推進課発行の健康づくりべんり帳に、「認知症になっても～住み慣れたまちで過ごす
ために～」との記事を４ページ掲載し、啓発を行った。 

・ 認知症カフェの周知の支援  市内で開催している認知症カフェを PRするため、宝塚市立病院の市民ギャラリーで、１

か月間展示を行った。  また、介護の専門職等向けに PRするため、市内で開催しているカフェ合同で「オレンジ

カフェ宝塚」を開催した。 

・ 認知症の方の支援に関する地域での連携強化に向けた啓発  各地域包括支援センターにおいて、担当地域内の民生委員や自治会代表者等と専門職の
集まる会を開催し、認知症の方等への支援について考える取り組みを行った。 

・ 阪神北県民局の取り組みへの協力  阪神北県民局主催の認知症シンポジウム開催への協力や、会場内でのポスター展示等を
行った。  


